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どこで買ったかマドレーヌ？

　 今回の話は2008年のことです
が、いまだに解決していないので紹
介することにしました。

フンから出てきた「紙」

　 2008年11月、私は杉並区阿佐谷
南の民家敷地にあるタヌキのためフ
ンを回収しました。さっそくそれを
水洗いしてみると、中から明らかに
異質な感じの物体が出てきました。
その材質は紙のように思えましたの
で、慎重に破れないように水の中で
広げていきました。すると、その紙
には文字がはっきりと印刷されてい
ました。「マドレーヌ」と。
　 念のため説明しますと、マドレー
ヌはふわふわの焼き菓子で、カップ
状の敷き紙（グラシンまたはカップ
とも言う）に側面と下面が包まれて
います（上写真参照）。フンの中か
ら出てきたのは敷き紙の方です。マ
ドレーヌにはシェル（貝殻）型のも
のもありますが、こちらは敷き紙は
使用しません。

　 この敷き紙のデザインから、マド
レーヌの製造元・販売元がわかるか
もしれない、と考えたもののなかな
か手がかりが得られないままになっ
ています。その調査でわかったの
は、マドレーヌはスーパーマーケッ
トにはあまり置かれていないという
ことでした。他にもたくさんのお菓
子があるために片隅に追いやられて
いるのかもしれません。マドレーヌ
は洋菓子専門店で主に扱われている
ようです。
　 以上のことから次のようなストー
リーが考えられます。このマドレー
ヌはお土産用あるいは来客に出すお
菓子として洋菓子店で購入されまし
た。マドレーヌは家の中で食べら
れ、残った敷き紙は家庭ゴミとして
出されました。そのゴミ袋をタヌキ
が見つけ、袋を食い破りました。タ
ヌキは敷き紙を食べながら「もぐも
ぐ…ケーキのようなパンのような味
だけど…もぐもぐ…かみごたえが何
だか変な感じだな…もぐもぐ、ごっ
くん」と思ったことでしょう。

　 商品の性格からすると、敷き紙は
路上のポイ捨てゴミではなく、家庭
ゴミである可能性が高いです。つま
りタヌキは家庭ゴミをあさるという
行動をしていることが推測できるの
です。

どこの洋菓子店の商品？

　 マドレーヌの製造元・販売元につ
いては今もわかりません。そこで皆
様からの情報をお待ちしています。
これと同じ柄の敷き紙をご存知の
方、あるいはマドレーヌ専門家の
方、ぜひこのマドレーヌの身元を教
えてください。わかったところで大
発見というわけではないのですが、
どうにも気になってしまうのです。
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東京都および周辺地域のタヌキ
情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

フンから出てきた奇妙な物

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

（左）フンの中から出てき
たマドレーヌの敷き紙。
（右）マドレーヌの実物。
これはスーパーで買ってき
た「プチマドレーヌ」とい
う商品（製造：株式会社よ
こい風月）。


